
献血にご協力ください
　献血は少しの時間でできる、命を救うボランティアです。皆さまの温かいご協力をお願いします。
　また、骨髄バンクのドナー登録も同時にできます。ドナー登録だけでも受け付けておりますので、
１人でも多くの患者さんの生命を救うため、併せてご協力をお願いします。

【日　時】	 ３月28日㈮　午前９時30分～正午、午後１時15分～４時
【場　所】	 美里町役場　防災倉庫西側駐車場

200ml全血献血 400ml全血献血 骨髄ドナー登録

年　齢
16～69歳

男性：年間６回以内
女性：年間４回以内

男性：17～69歳
（年間３回以内） ・18～54歳

・�骨髄、末梢血幹細胞の提供の内容を
十分理解しているかた女性：18～69歳

（年間２回以内）

体　重
男性：45kg以上

50kg以上
男性：45kg以上

女性：40kg以上 女性：40kg以上

問合せ＝住民保険課　健康推進係　☎76-1366

※400ml全血献血をするためには、前回から男性は12週間、女性は16週間経過していなければなりません。
※200ml全血献血をするためには、前回から男性・女性ともに４週間経過していなければなりません。
※65歳以上のかたの献血については、60～64歳の間に献血経験があるかたに限ります。

軽自動車などの廃車・名義変更の手続きのお知らせ
　軽自動車税種別割は、４月１日現在の所有者に課税されます。
　使用していない車両でも、廃車の手続きをしないと課税されます。
　使用しない車両や所有者が変わった車両は、手続きをお願いします。

問合せ＝税務課　資産税係　☎76-5131

○原動機付自転車、小型特殊自動車　

→　美里町役場　税務課窓口
○三輪・四輪の軽自動車　

→　軽自動車検査協会（熊谷）

○�軽自動車二輪（125cc 超～ 250cc以下）、
二輪小型自動車（250cc超）　

→　熊谷自動車検査登録事務所（熊谷）

お手続きは、４月１日までにお願いします！

　入学や就職などで引越しをされるかたは、住所異動の手続きをお願いします。
　住民票の住所の異動届は、国民健康保険、国民年金、選挙人名簿への登録などに
つながる大切なものです。忘れずに手続きをお願いします。
　例年、３月下旬から４月上旬は、窓口が混雑します。あらかじめ、ご了承ください。

引越しの際は、住所の異動手続を忘れずに！

問合せ＝住民保険課　住民係　☎76-1366

　５年に一度、国勢調査が行われる年度には戸籍届書に職業を記入いただく「人口動態調査（職業・産業）」
を実施しています。この調査の結果は、公衆衛生、労働衛生、社会福祉など各施策のための基礎資料とし
て活用されますので、ご協力をお願いします。

令和７年度「人口動態調査（職業・産業）」にご協力ください

問合せ＝住民保険課　住民係　☎76-1366

対象期間：令和７年４月１日～令和８年３月31日
対象届出：出生届、死亡（死産）届、婚姻届、離婚届
調査内容：�届書の職業欄に「職業（死亡は産業を含む。）に該当する番号または職業分類名」

を記入。「職業（死亡は産業を含む。）に該当する番号または職業分類名」は住民
保険課窓口または厚生労働省ホームページにてご確認ください。

厚生労働省
ホームページ

美里町遺跡の森館　春のミニ企画展
「くらしのなかの古民具」

　町内で実際に使われていた古民具を展示します。古民具とは、昔か
ら日常生活において使われてきた道具や家具のことです。現代の工業
製品とは違い、手作りの独特な味わいがあります。
　レトロでかわいい古民具の数々をぜひご覧ください。

【日　時】３月18日㈫～４月13日㈰
　　　  　午前９時～午後５時　※月曜休館
【会　場】美里町遺跡の森館　１階　企画展示室
　　　  　入場無料（申込不要）

問合せ＝教育委員会事務局　生涯学習係（コミュニティセンター内）　☎76-3431

【日　時】３月30日㈰　午前９時～午後２時（予定）
【コース】�小山川から桜を楽しむ千本桜コース

（約６km）
【定　員】先着30名（定員になり次第締切）

【費　用】  100円（傷害保険に加入）
【申込み】３月３日㈪より商工会窓口にて受付開始
【その他】軽食をご用意します
【問合せ】美里町商工会　☎76-0144

第13回健幸ウォーキングを開催します
　美里町商工会では、次のとおり健幸ウォーキングを開催します。ぜひ、ご参加ください。

転出届・転入予約はマイナポータルで！
　マイナンバーカードを所有している人は、マイナポータルからオンラインで
転出届および転入予約（来庁予定の連絡）ができます。マイナポータルを通じ
て転出届の提出をした後は、別途、転入先市区町村の窓口で転入届などの手続
が必要です。
　詳しくは、デジタル庁ホームページをご覧ください。

海外への住所異動も手続きが必要です
　海外勤務などで１年以上海外に滞在されるかた、また、生活の本拠地を海外に移すかたについても、
転出（海外転出）の手続きをお願いします。
　なお、海外転出後、一時的に日本に帰国し、数か月滞在後海外に戻られるかたについては、引き
続き生活の本拠地が海外にあるため、転入の手続きは必要ありません。

日曜開庁日および平日延長日でも住所異動事務を行っています
　日曜開庁日および平日延長日においても、住所異動の手続きを受け付けています。
　なお、住所異動に関連する各種手続き（国民健康保険や介護保険、こども医療費など）については、
後日、改めて行っていただく必要があります。予めご了承ください。

デジタル庁
ホームページ

マイナポータル
ホームページ
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